
都市と自然 人と人

共にささえあい未来を創るプロジェクト

相模原市
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平成２８年７月
津久井やまゆり園での痛ましい事件

令和元年１０月
東日本台風での大規模な被害

加害者の一方的かつ身勝手な偏見により、何の罪もな
い19人の命が奪われた

大規模な土砂災害が各所で発生し、8人の尊い命が失われると
ともに、道路の寸断など市民生活に大きな影響を与えた

ＳＤＧｓを通じて、相模原市だからこそ発信できるメッセージを全国に ２



相模原市 自治体ＳＤＧｓモデル事業の概要

共 生 社 会の実現
にささえあい きる

障がいがある方

の活躍の場の不足

障がいがある方への

理解の不足

障がいがある方が「ささえられる」存在に

森 林 の再生
水を育み
命を守る

間伐がされなくなった人工林の増加

土砂災害防止機能の低下

温暖化による
集中豪雨

土砂災害の発生

やまゆり園事件が発生した本市
が、
真の共生社会を実現する。

県民の約７割に水を届ける森林を
健全な状態で次代に引き継ぐ。

本市の責務

あらゆるステークホルダーの
連係と市民参加

ロボットやＡＩなどの
先端技術の活用＋

誰一人取り残さない持続可能な社会の実現
イノベーションの創出・協働の深化
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三側面をつなぐ統合的取組①

林福連携による商品開発プロジェクト

障がいがある方の
活躍の場の不足

林業における担い手不足

同 時 解 決

障がいがある方等が林

業分野で活躍すること

を通じ、自信や生きが

いを持って社会参画を

実現していく取組。

林 福 連 携

環境的価値

地元のさがみはら津

久井産材を活用する

ことによる環境的価

値

高付加価値製品の販売

により、
〇障がいがある方の
自立促進

を図り、障がい者等が

〇市内経済の振興

「ささえる」

存在であることを力強

く発信する ４

社会的価値

障がいがある方が

サプライチェーン

の一翼を担うこと

による社会的価値

芸術的価値

地元アーティスト

や美術系大学との

連携による芸術的

価値



三側面をつなぐ統合的取組②

(仮称) 共にささえあい生きるプラットフォームの設立

マルチステークホルダーの参画に
より地域課題の解決を図るための
プラットフォーム

例

既存のＳＤＧｓ特設サイト
を活用したＷＥＢ上での
マッチングを図る仕組みの
構築

課題を共有し、解決に向け
て意見を交わす場の提供

①

②

５



三側面をつなぐ統合的取組③

（仮称）「森のコイン」事業
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三側面をつなぐ統合的取組④

エネルギーの地産地消（木質バイオマスボイラーの導入）

①～③の取組により、

林業や森林活動の活性化 間伐材の発生
市営温泉施設での

有効活用

豊富な森林資源の地産地消の促進や、化石燃料の消費抑制による地球温暖化防

止など、多側面で好影響を生み出す木質バイオマスボイラーを、令和元年東日本

台風により家屋損壊等の被害を受けた市民が利用した市営の温泉施設への導入を

進める。
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経済・社会・環境の各側面の相乗効果

①林福連携事業 障がいがある方の
社会参加の促進

社 会 林業の活性化

森林保全の推進

②プラットフォーム
経 済

イノベーション
や新産業の創出

経 済

環 境

社 会

温室効果ガスの削減環 境

協働によるまちづくりの推進

③森のコイン
環 境

森林保全の推進

経 済 地域経済の振興

社 会 都市部と中山間地域の交流促進

相
乗
効
果

相
乗
効
果

相
乗
効
果

④バイオマスボイラー 環 境 温室効果ガスの削減 経 済 経済の域内循環

①～③の取組で林業の活性化を図り、発生した間伐材を有効活用
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・林業における
担い手不足の改善

自律的好循環

林福連携事業

・障がいがある方の
活躍の場の拡大

・木材製品の流通

・障がいがある方への
理解の促進

プラットフォーム

・異分野交流促進

・金融機関による融資

・民間投資

・課題解決に

向けた新たな取組

・課題の解決

・新ビジネス創出

森のコイン

・森林活動活性化

・都市部と中山間地域
の交流促進

・地域経済活性化

・森林に対する
理解促進

それぞれの事業を有機的に連動させることで、さらなる好循環を創出！
９
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We pledge that no one will be left behind 


